
消防防災航空体制の再構築について 

消 防 課 

◇消防吏員の前倒し派遣(1/1～）消防隊員：５名⇒９名 

   ◇隊員に対する座学研修 
   （組織、法規、安全教育 等） 

   ◇センター内での訓練 
   （降下訓練、手信号確認 等） 

１月 

 ～ 

訓練の 

様 子 

１２月 

 １月 

派遣に係る開札(2/14) 

機体の点検 、民間操縦士・整備士との業務打合せ 

  ３月 
  当初 

 約10日間   

◇機体の納入後 

◇民間航空会社からの入札手続き開始 

３月５日「一周年追悼式」 
松本市内ホテル 

ヘリコプター飛行による訓練再開(3/7～) 

H30 

①民間操縦士の地理・地形習熟訓練（20日～30日間） 

②山林火災を想定した消火活動訓練（20日～30日間） 

  ４月 
  上旬～ 

訓 練 
終了後 【活動再開】（消火活動、救急搬送活動） 

    ２月 

  28日(水) 操縦士・整備士の派遣（2/28～） 機体の納入（2/24） 

契約締結(1/15) 

  １２月 ◇安全運航管理幹の着任(12/11) 成山 誠氏：元陸上自衛隊西部方面航空隊副隊長 

２．県消防防災航空センターの体制充実 

【機体の借上げ】 
【操縦士・整備士の派遣】 

  ３月 
  上旬～ 

４．H３０ 予算案 ２５８，４０２千円 （民間機体借上げ、操縦士等派遣、隊員研修 等） 

３．運航再開に向けたスケジュール 

１．昨年までの取り組み（動き） 

６月 

 ～ 

 １１月 

◇「消防防災航空体制のあり方検討会」での検討結果 

   ➣ 林野火災の消火活動から段階的に活動を再開 

   ➣ 民間航空会社からの機体借上げ、操縦士・整備士派遣 

   ➣ ダブルパイロット制、安全運航管理幹の配置など安全対策 

１１議会で予算可決 

  補正予算      44,143千円 
（債務負担 259,848千円） 

資料２ 


